1.あいさつ　教職実践センター長　九津見幸男 by unknown
 あ   い   さ   つ 
 
作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 



















焦点を当てて 6 年目を迎えており、関係機関からご好評をいただいております。 
今年度は、地域社会、子ども、家庭等の様々な変化から特別支援教育に関わる課題が
複雑化、多様化してきており、学級担任だけが抱えて対応するのでは、十分に解決する
ことができないことが多くなっていることから「チーム学校」として、学校のマネジメ
ント機能を強化し、学校や教員が心理や福祉の専門のスタッフ等と連携・分担する体制
「チーム学校」として、通常学級に在籍する子ども達にどのような支援を行うことがで
きるのか実践例を紹介しながら、子どもも教師も過ごしやすい学級づくりや授業づくり
について参加の方々とともに、よりよい方向について考える時間になれればと思い企画
しました。詳しくはシンポジウム報告をご覧ください。 
今回も、多くの先生方からの論文等が寄せられたことは本センターの充実と共に本紀
要が大学・女子短期大学部で重視されつつあることであり、今後ますます期待できるも
のと思います。  
最後に、日々の授業や研究等で多忙な中、様々な視点から原稿をお寄せいただいた先
生方に感謝を申し上げるとともに、本紀要が教職実践センターとともにますます発展し
ていくことを祈念しています。  
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